
はじめに

����～����年度までの本学産業経営研究所

の助成共同研究プロジェクトとその成果から,

われわれは日本の ｢しょうちゅう｣ 産業は現在

新たな時代を迎えていることを明らかにした�)｡

同時に, これから将来的に検討すべき課題が様々

に生じていることも示した｡ この新しい時代に

あって ｢しょうちゅう｣ 産業全体はどのような

再編を遂げていくのであろうか｡ ｢しょうちゅ

う｣ 産業のなかでも歴史的にまた品質的にもそ

の中心的担い手であった九州を主産地とする本

格焼酎産業は, ���時代を迎えグローバル市

場化という国際的環境変化のなかで今後どのよ

うな課題に直面していくのであろうか｡ 等々｡

こうした課題を検討する際, イギリス・スコッ

トランドの中心産業であるスコッチ産業の歴史

的発展過程と現状を整理することはいろんな意

味で有意義であると考えるようになった｡ とい

うのも, スコッチ産業における����年代から

��世紀初頭の発展過程は ｢しょうちゅう｣ 産

業の発展過程と少なからず似ているからである｡

たとえば, 本格焼酎産業の発展過程が甲類焼酎

の販売拡大や多様なブレンド製品化への製品的

広がりをともなって進んでいるという現象は,

スコッチ産業の発展がモルト, グレーン, ブレ

ンデッドの製品的広がりをともなっていたのと

同じ現象である｡ 製品の関係でみると, スコッ

チのモルトが日本の本格焼酎に当たる｡ また,

スコッチ産業は国際的な環境変化への積極的な

対応を通じて飛躍を遂げてきたのであるが, そ

の過程は大手酒類資本あるいは国際的企業グルー

プによる寡占化の過程であった｡ ｢しょうちゅ

う｣ 産業においても今日グローバル化という国

際的環境変化のなかで新たな再編が起こりつつ

あるが, それは当該 ｢しょうちゅう｣ 市場への

甲類大手メーカーやビール大手総合酒類メーカー

さらに灘の大手清酒メーカーなどによる一斉的

な参入という形で現れている｡ その意味では,

今後寡占化が進むのかどうかを含めて ｢しょう

ちゅう｣ 産業の将来的再編を検討する場合に,

スコッチ産業の発展過程との比較検討を行うこ

とは有意義となる｡

本稿では, こうした課題意識を持ちながら,

少なくともスコッチ産業の発展過程と寡占化過

程の特徴を明らかにしたい｡ というのも, そも

そもこれまで日本におけるスコッチ産業の研究

はそれほど集積されてきたわけではないため,

基本的な歴史的過程の諸特徴を明らかにするこ

とはそれ自体固有の意義を有していると考える

からである｡ それゆえ, 本格焼酎産業のこれま

での過程とスコッチ産業のそれとの共通点・相

違点あるいはこれからの課題については, 紙数

の関係からも簡潔に検討するにとどめたい｡

―	�―

�) その成果は, 熊本学園大学産業経営研究所研究叢書
�『アジアの焼酎, 九州の焼酎 ���時代の戦略
課題 』 (���
年)や 『しょうちゅう産業の未来戦略』 (ミネルヴァ書房, ���
年)でまとめられている｡
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本格焼酎産業との関連で
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１.スコッチ業界における産業構造の特徴

� スコッチウイスキーの定義

そもそもスコッチウイスキーとは何か｡ それ

は厳密にはイギリスの法律で定義されている｡

ただ後にみるように, その定義は歴史的にはま

ずモルト業界とグレーン, ブレンデッド業界と

の闘い (｢ウイスキー論争｣) を通じて法律とし

て����年に制定されたものが最初であり, そ

の後����年に改正・整備され現在のスコッチ

ウイスキー法として具体的に規定されている｡

簡単にまとめると以下のようになる｡

まず第�に, スコットランドの蒸留所で水と

大麦 (他の穀物を加えてもよい) を原料に大麦

麦芽を糖化するのであるが, その際麦芽内生の

酵素作用によって糖質に変え, それにイースト

菌だけを加えて発酵させたものであること｡ 第

�に, 使用した原料, 製造工程から引き出され

た芳香と風味を損なうことなく, アルコール度

����％以下で蒸留されたものであること｡ 第�

に, 容量	��㍑を超えないオーク樽に詰めて最

低�年間スコットランドの保税貯蔵庫内で熟成

されたものであること｡ 第�に, ボトル詰めの

最低アルコール度は��度であること｡ 第
に,

水とスピリッツカラメル (甘味を除いた天然の

カラメル)以外は加えられていないこと, など

である｡ さらに, ラベルについては, たとえば

ブレンデッド・ウイスキーの場合その中に含ま

れているモルトとグレーンのうち最も熟成期間

の短い年数を記載しなければならないという規

定もある�)｡

表�は, スコッチウイスキーの生産工程を示
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�) スコッチウイスキーの定義については, 土屋守 『スコッチ三昧』 (新潮選書, ����年), 双神酔水 『スコッ
チ・ウイスキー雑学ノート』 (ダイヤモンド社, ����年)などを参照｡

表� モルト, グレーン, ブレンデッドの各種ウイスキーの生産工程

＜グレーン＞ ＜モルト＞ モルト工程の具体的内容

�. 麦芽工程

�. 糖化
(仕込み)

�. 発酵

�. 蒸留


. 熟成
(貯蔵)

�. ブレンド

	. 瓶詰め

トウモロコシ等の穀物
粉 砕
蒸 煮
糖 化
糖化もろみ
↓
発 酵
ウォッシュ
連続蒸留
↓

ニューメイク
熟 成

グレーン･ウイスキー
������

ブレンディング
後 熟
瓶詰め

ブレンデッド･ウイスキー

大 麦
↓
発 芽
乾 燥
大麦麦芽
粉 砕
糖 化
濾 過
麦 汁
↓
発 酵
ウォッシュ
単式蒸留
初溜, 再溜

ニュー・スピリッツ
熟 成

モルト・ウイスキー
�������

後 熟
瓶詰め

シングルモルト・
ウイスキー

・水槽に大麦を浸す
・コンクリートの床上で発芽を促す
・発芽した大麦をキルン (麦芽乾燥室) で石炭
やピートで乾燥させる

・乾燥麦芽を粉砕, 粉状 (グリスト)にする
・グリストをマッシュ・タン (糖化槽)の中でお
湯と混合・攪拌し, 麦汁 (ウォート)を造る

・麦汁 (ウォート)を一旦冷却し, ウォッシュ・
バック (発酵槽)に移し, イースト菌で発酵

・ポット・スティル(単式蒸留器)で標準的には
�回, 業者によっては�回蒸留

・スピリッツはオーク材の樽で熟成
・最低�年間の熟成が義務づけられる

・モルトだけ (普通�～
種類)をかけ合わせた
もの＝ ヴァティッドモルト・ウイスキー

← 酵 母 →



したものである｡ (それを図示したものが参考

図である｡) このスコッチウイスキーを定義す

る場合, その基本になっているのはモルト・ウ

イスキーの生産工程であり, 産地規定・表示規

定である｡ というのは, このモルト・ウイスキー

は歴史的にも古くから造られ, ハイランドを中

心としたスコットランドの地で地元住民から愛

され育まれてきたウイスキーだからである｡ ま

た, スコッチウイスキーを製造する工程の上で

もモルト・ウイスキーはそのベースとなってい

るからである｡ それゆえ, ガイドブックや写真

集などで世界に紹介されるスコッチウイスキー

蒸留所は, ほとんどモルト蒸留所である｡ 発芽

した麦芽を乾燥させるキルンは ｢とんがり帽子｣

の独特な建物であり, 乾燥のために使われるピー

ト (泥炭)もスコットランド特有のものである｡

双方ともモルト蒸留所になくてはならない景観・

風情である｡

ただ, スコッチウイスキーは歴史的にあるい

は製品形成上もモルト・ウイスキーをベースに

しているものの, 他方ではグレーン・ウイスキー

が果たす役割も大きい｡ その典型は, ブレンディ

ングである｡ 最近でこそシングルモルトの評判

も高まってきているが, それまではむしろスコッ

チウイスキーといえばモルト・ウイスキーとグ

レーン・ウイスキーを独自にブレンドした製品

(ブレンデッド・ウイスキー) であった｡ この

ブレンデッド・ウイスキーは, たとえば������

�����, ����そして	
����������などに代

表されるような, 知名度の高いスコッチとして

世界中の愛飲家を魅了した｡

そのグレーン・ウイスキーはどのようにつく

られるのかといえば, 蒸気によってもろみの中

からアルコールを連続して抽出してつくるもの

であり, 一般的には現在アルコール工業で行わ

れている生産方法＝連続式蒸留生産方式と基本

的に同じものである｡ 歴史的には, ����年代

前後からスコットランドで発明, 実用化が進ん

だものである｡ この製造法は近代的工業設備に

よる大量生産を実現しており, 資本力とともに
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〈参考図〉

嶋谷幸雄 『ウイスキーシンフォニー』 (たる出版, ����年) �������



大量の原料確保さらには大消費市場を必要とし

ていた｡ これが, ローランド地域 (エジンバラ

やグラスゴーなどスコットランドの主要都市が

集っている地域)でグレーン・ウイスキー産業

が急速に発展した理由だった｡ この安価で大量

に生産されかつ無臭のグレーン・ウイスキーは,

味や香りで個性が強いモルト・ウイスキーと混

ぜ合わせる (ブレンド) することによって消費

者受けする製品となり, 急速な市場拡大を実現

したのだった｡

グレーン・ウイスキーのグレーンとは穀物一

般のことであり, 大麦には限定されていない｡

実際に, 大麦よりも安価なトウモロコシをはじ

めとしてライ麦, 小麦なども使用されている｡

しかも, この産業の発展は����年穀物法の撤

廃によるヨーロッパ大陸からの安価で大量の穀

物原料の調達によってもたらされた｡ 麦芽によ

る糖化が行われていれば, 大麦に限らず他の穀

物 (外国からの輸入も含めて) を使用したとし

てもスコッチウイスキーの定義をなんら損なう

ものとはなっていない｡ さらに, ピート (泥炭)

で麦芽を乾燥させ香りをつけるかどうかもスコッ

チウイスキーの定義を左右するものではない｡

外国から原酒を輸入しそれをスコットランドで

ブレンドしたりすれば, それはスコッチと呼ぶ

ことは出来ない｡ しかし, スコットランドで生

産され (麦芽による糖化, イースト菌による発

酵, 蒸留), オーク樽で�年以上熟成など, こ

れらの条件をクリアすれば基本的にスコッチウ

イスキーとなる｡ その意味では, コニャックや

ブランデーなどに比べてかなりゆるやかな定義

になっていることがわかる�)｡

� スコッチウイスキーの製品群とその特徴

先にみたように, スコッチウイスキー製品に

は大きく分けて①モルト・ウイスキー, ②グ

レーン・ウイスキー, ③ブレンデッド・ウイ

スキーの�種類がある｡ まず歴史的に一番古く

からあるのは, モルト・ウイスキーである｡ 日

本では, 焼酎のなかの本格焼酎 (焼酎乙類) が

これに当たる｡ 最古の文献では, ����年修道

士がつくっていたという記録が残っている｡ そ

して, ����年 (この年ウイスキーに税金がかけ

られるようになった) からスコットランドがイ

ングランドに併合される����年を経て��	�年

までが ｢密造時代｣ といわれており, この時代

にハイランド地方を中心に重税を逃れるために

山奥深くに蒸留所をつくったり, ウイスキーを

隠し保管するために樽を使ったりして, 現在の

蒸留所の立地や熟成方法の基礎が確立されたと

いうのはあまりに有名な話である｡ その後

��	�年の大幅な酒税法改正によって, 多くの

蒸留所が正式に認められるようになり, 多数の

人々が蒸留業者として登録されることになった｡

次が, グレーン・ウイスキーである｡ この製

品は, 先にみたように����年代以降ローラン

ドを中心とした地域で大量に生産され, 主にモ

ルト・ウイスキーとのブレンド用として盛んに

用いられてきた｡ ただウイスキーのブレンドと

いう場合, 大きく	つに分けることができる｡

�つは, モルト・ウイスキー同士をブレンドす

るもの (現在ではヴァッティングという) であ

る｡ 	つ目が, ����年の法律改正で保税倉庫内

でモルトとグレーンの混合が認められて以降急

速に普及したまさにブレンデッド・ウイスキー

である｡ これは, 熟成期間の異なる原酒や何十

種類ものモルトやグレーンを独自にブレンドし

たものであり, そのブレンド技術は複雑かつ多

岐にわたっている｡ さらに, 出来上がった製品

の品質を銘柄 (ブランド) に合わせて最低数年

あるいは数十年という長い期間維持させなけれ

ばならい｡ このため, ブレンドを実際に行うブ
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�) コニャックの場合, �����という地名名称が許される地域範囲やそこで栽培されるブドウ品種, 醸造法,
蒸留法などスコッチに比べるとより厳密な形で政令によって定められている｡ 菅間誠之助 『ワイン用語辞
典』 (平凡社, ����年)など参照｡



レンダーは日々数百の原酒をチェックしたり,

香りをかいだだけでモルト名と熟成度を判断で

きるほどに熟達した能力が必要といわれている｡

歴史的に長い間愛飲されているスコッチにはブ

レンダーの一生あるいは世代を超えて形成され

た熟練・技術が凝縮されており, これが世界的

に有名なブランド銘柄には必ずマスターブレン

ダーがいるといわれる所以である｡

����年現在, モルト・ウイスキーに対して

グレーン・ウイスキーの生産量は約���倍であ

る｡ また, �年以上熟成させるために保存され,

かつブレンド用にも必要とされるウイスキーの

在庫量はその年のモルトとグレーンを併せた生

産量の約�倍にも達している｡ これは, 業界に

とってみれば経営的にも大量の在庫を恒常的に

抱えなければならないこと, それゆえ一定額の

在庫投資が常に確保されなければならないとい

う独自のリスキィな性格を表している｡ さらに,

製品 (ボトル) 別にみると, 世界全体の消費の

うち�割強がブレンドウイスキーであり, モル

ト・ウイスキーは�割にも満たない｡ イギリス

の国内消費でもその趨勢は同じで, いかにブレ

ンドウイスキーがスコッチウイスキーの主力製

品になっているかがわかる�)｡

� 地域的立地展開

スコッチウイスキー蒸留所の現在の立地状

況�)は, 図�の通りである｡ 先にみたように,

蒸留所はモルトとグレーンに大きく分けること

ができる｡ また, 地域区分としては, �	
����,

������, ����, ����������, �����(諸

島)の�つがある｡

まず, モルト蒸留所は����年現在��あり,

そのうち�	
����に��,������に�,����

に �, ����������に �, �����に �蒸留所

がそれぞれ立地しており, �割が�	
����に

集積している｡ 蒸留所の生産能力という点から

地域別構成をみても, �	
����のモルト生産

能力は��万��あり, 全体の約�割を占めてい

る｡ このように, モルト生産が如何に�	
����

を中心に編成されているのかがわかる｡ これに

対して, グレーン蒸留所は��年現在�あり,

そのうち������に�, �	
����に�蒸留所

がそれぞれ立地している｡ しかし, �	
����

の�� �������蒸留所は������の隣接地

であることを考慮すると, そのほとんどが

������あるいはその周辺地域に集積してい

るのがわかる｡

次に, 図�はモルトとグレーンの各蒸留所数

の動向をみたものである｡ ���!年には合計で

���あった蒸留所は, �!年代前半から中盤にか

けて減少を続け, ��, ��年には�!にまで減っ

ている｡ その後�!年代前後まで若干持ち直す

ものの, �!年代中盤以降��～��の間を推移し

ている｡ 特に, モルト蒸留所数は�!年の���

から��年には��へと約�!近くの大幅な減少

になっている｡

ただ, こうした蒸留所数の推移は直接的な世

界的経済動向や消費動向に左右されて生じてい

るかといえば, 一面では確かにその通りなのだ

が, 他面ではそうとは言い切れない面もある｡

というのは, 先に述べたようにスコッチウイス

キーは最低�年長いものでは�!年といった熟

成期間を要する多様な製品群から構成されてい

るために, 生産から販売に至るまでのタイムラ

グをうまく調整しながらあるいは世界の消費動

向を的確に予測しながら市場戦略を打ち立てな

ければならないからである｡ 需要予測の失敗や

読み違いはそのまま生産調整や操業停止といっ

た事態を引き起こしかねないことになる｡ こう

寡占化するスコッチ産業
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�) "��#$%�&�����������	
�����
������	��－�	�����	�� ��	�	��&��%��%��'��#� '%	�	��

#'���%����参照｡
�) 立地状況については, "��#$%�&�����������	
�����
������	��－�	�����	�� ��	�	��を参
照｡
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図� スコッチウイスキー蒸留所マップ
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注�(グ)はグレーン・ウイスキー蒸留所
その他はすべてモルト・ウイスキー蒸留所



した事情が, 各蒸留所の閉鎖, 休止や再開など

頻繁に繰り返される原因になっている｡ とにか

く, この業界では閉鎖・休止とともに操業再開

が多いのである｡ 以下表�～�は, このことを

端的に示している｡

たとえば����～��年の間に閉鎖されたモル

ト蒸留所 (表�) は, 合計��にも上っている｡

しかし, そのなかで完全に操業を停止し将来的

にも蒸留生産をしないものは��程度と約�分

の�である｡ また, ��～�	年のモルト蒸留所

の閉鎖・休止と新設をみると (表�), �	が閉

鎖ないしは休止しているのに, 今後完全に操業

断念を決定しているところは�つもない｡ 加え

て, 新たに�つの新設がある｡ これに対して,

グレーンの場合 (表
) は��～��年までの間に


つが完全閉鎖ないしは取り壊しをし, 新たに

�つが新設されており, その動きはモルトと好

対照である｡

表�でもわかるように, 総じてモルト蒸留所

は所有権の移動が激しく, 一方での閉鎖や休止

は生産調整という意味を持っており, その最終

決定は将来的な市場戦略との関わり合いのなか

で取り壊しか再開かという形で行われている｡

むしろ, モルト蒸留所の所有の変更が多いとい

うことそれ事態に独自な経済的意味がある｡ か

つてハイランドを中心に繁栄を誇った数多くの

モルト蒸留所は, 現在大手ブレンドメーカーへ

原酒を供給するブレンド用原酒生産工場へとそ

の姿を変えている｡ その意味では, このような

モルト蒸留所の閉鎖動向は, 一方では景気動向

や市場動向を反映したリストラクチャリング・

生産調整という側面を持っている｡ 他面では,

そのモルト蒸留所の頻繁な所有権の変更はスコッ

チ業界における寡占的構造の再編化 (より強力

な寡占化) が進んでいる反映としてみることも

できよう｡

� これまでの生産動向と市場特性

����年から��年までの生産動向をみたのが,

図�である｡ これをみると, まず生産のピーク

は
回あることがわかる｡ 第�回目は	
年で

あり, ��年代後半に若干の低下を示しながら

も戦後の持続的な成長過程に支えられながら趨

勢としては順調に増大した結果である｡ その後,

世界経済を震撼させた石油ショックとそれにと

もなう世界不況の影響を受け大きく減少するも

寡占化するスコッチ産業
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図� 蒸留所の数の推移
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表� ����～��年の間に閉鎖されたモルト蒸留所のリスト

蒸 留 所 名 閉鎖年 備 考

������	�
������
傘下 (�)
１. �����
２. ���������
３. �����
４. ��������
５. ����������
６. 	����
	��
７. ���������
８. �����
�(����
���)
９. ���������
��. ���� ���
��. �����������

�. �������
�!. "�#�����
�$. %�������
��.  ����������
�&.  �������
�'. (����)���(�������)
��. )���*����
�+. ,�����������
�. -� �.������
�. /��������
その他 (�)
１. �����.

２. ���(���

３. 	���
���
４. ������������
５. ��������.
６. ����.��

��.�
７. ����-�����

８. �����.��
９. 0���������

��. 0���0�����
��.  �

��1��
�. /��������(0����.)

�+�!

�+�!

�+�!

�+��

�+��

�+�!

�+�!

�+��

�+�!

�+�!

�+��

�+��

�+��

�+�!

�+��

�+��

�+�!

�+�!

�+��

�+�!

�+��

�+��

�+�&

�+�!

�+��

�+��

�+�&

�+�$

�+�!

�+�$

�+�$

�+��

�+�!

売却され取り壊し｡
������と ��)����に売却｡ +�年秋再操業｡
再操業見込みなし｡
休止
2�����������に売却｡
現在, 博物館
もはやそこにはない｡
+&年に)���
 ���に売却｡ 現在, 蒸留所は解体｡
+�年に0�������������に売却｡
もはやそこにはない｡
������が�	から購入し, �+年再操業｡
市場で売却 ほかの使用｡
������が�	から購入し, �+年に再操業｡
"�������
�が�	から購入し, �+年に再操業｡
�+年に再操業｡
もはやそこにはない｡
もはやそこにはない｡
再操業見込みなし｡
�++�～+�年にかけて再操業｡
もはやそこにない｡
�++�～+�年にかけて再操業｡

�+年 ������により再操業し, 短い閉鎖の後 +'年に
���������.��に売却｡
�+年ニッカが2��������から購入し, +�年再操業｡
����-��1���が"����.�����から購入し, +�年再操業｡
)�����－,�����が"����.�����から購入, �+年再操業｡
�����2�����の所有へ｡
��.�����	�
������
の所有へ｡
�+年���
�� "������������が再操業するが, +年閉鎖｡
現在, 0���0�����が所有し, 生産を再開｡
もはや現存しない｡
���
��"������������が�+年に再操業するが, その後取
り壊し｡ 隣接地で新蒸留所が建設予定｡
0���0�����が"�������
�から購入し, �'年再操業｡
�����2�����の所有へ｡ 再操業されていない｡
以前は %���������.���)��#������3が所有｡ +�年に生
産に転換｡ +!年に����-��1���に売却｡

資料 4����-����5�����������	
�����
������	��－�	�����	����	�	��5����������
�
-��������
-���������
5#3�!�
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表� ��年代以降におけるモルト蒸留所の閉鎖と新設

蒸留所名 年 備 考

＜モルト蒸留所の閉鎖＞
１. ������

２. 	
���
��
３. 	�
����
４. 	������
�����
５. ������
��
６. ����
�����
７. ��������

８. ��������
９. ����������

��. ��������
��. ������
���
��. �����
 
�!. ��
"

�#. $
�
����
��. $�����
����
�%. ��"���
�
�&. ���'����

＜新設モルト蒸留所＞
１. �����(���

２. '�����
３. �"������

�%年閉鎖

�!年閉鎖
�!年休止
��年休止
�%年休止
��年休止
��年休止
��年閉鎖
��年閉鎖

��年閉鎖
�!年休止
�!年休止
�!年休止
��年休止
��年休止
�)年休止
��年閉鎖

��年建設
��年建設
��年建設

最初は休止｡ �%年 ��月 ������によって売りに出され,
������
���が購入し, �&年に再操業｡
�&年��月*+が����,����に売却｡ �)年再操業｡
��年�
������������に売却｡ ����年初めに生産再開予定
-		(���
���.���"�) 所有｡ ��年少量生産｡
�%年春最後の生産｡
�&年秋/������	�0����によって再操業｡
���������所有｡ ��年再操業｡
������所有｡ まだ再操業能力あり｡
�#年��月まで���������
���
�所有｡ 現在, ���������
が所有｡ 数年は観光客のための小さな蒸留所として再開されるこ
とが望ましい｡
������+����1が/������2���������に売却｡
新大麦のためのテスト・ベッドとして使用｡ *+所有｡
*+所有｡ 限定生産の可能性あり｡
������+���������所有｡
-		所有｡ 以前は3����＆ /
� 
�｡
-		所有｡ 以前は3����＆ /
� 
�｡
������+���������所有｡ 再操業可能｡
��
��
�所有｡

�����(���
所有｡
3����
���
�所有｡
�"������所有｡

資料 4��
 � ��
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���������
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表� グレーン蒸留所の閉鎖, 新設, 所有の交代
～����年から��年まで～

蒸 留 所 名 年 備 考

＜グレーン蒸留所の閉鎖＞
*����+���������所有 (!)
１. 2
�����

２. 2
����
３. 2
���������
その他 (�)
�
���
��

＜新設グレーン蒸留所＞
���������+���������

＜所有の交代＞
7����	������+���������

)�年閉鎖
�!年閉鎖
)!年閉鎖

)�年閉鎖

���#

���!

再開の見込みなし｡
再開の見込みなし｡
取り壊し｡

再開の見込みなし｡ 現在, ����,����所有｡

新設グレーン蒸留所はアレクサンドリアで建設された｡ 最初は,
生産能力は&千 �だったが, その後�万 �に拡大した｡ ���#
年�月生産を開始した｡

�����
+���������($��.����������"と �+8の共同所有
会社)が�!年��月に購入｡ �+8は現在+�
���の一部となって
おり, *����+���������
�8�����として操業している｡

資料 4��
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�5��������� ��	
�� ���
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のの, ��, ��年には再びピークを迎える｡ し

かし, その後��年代の落ち込みは激しく, ほ

ぼ��年代前半の水準にまで低下している｡ そ

して, ��年に第�回目, ��年に第�回目のピー

クを迎えている｡ その背景には, 一部先進諸国

のなかでのバブル景気の進展と新興工業諸国

(�	
�諸国や �
��諸国など) の急速な経

済発展がその需要拡大を支えたものと考えられ

る｡

次に, 在庫との関連でみたのが, 図�である｡

在庫数量は����年のピーク (���万��) まで急

速な上昇をみせてものの, その後減少傾向を続

け, ��年をボトムに最近では��年の水準に近

づきつつある｡ �年以上熟成された原酒在庫で

中 野 元
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表� 過去��年間におけるモルト蒸留所の所有の変更

蒸 留 所 名 年 備 考

１. ������
２. ��������
３. ���������
４. ��������
５.  ��������

６.  ����!����
７. "������!
８. #�������
９. $!�����%
��. &�%�!��
��. '�������%

����

����

����

����

����, ��

����

����

����

���(

����

����

 �����������が�����������)から購入｡
	�*��+�!��が購入｡
	�*��+�!��が,�から獲得｡ ��年生産再開｡
�!����-���が	�*��������から購入｡
��年秋 ����������.����%が獲得し, その後閉鎖｡
現在/���/�����が所有し, ��年に生産が再開され
た｡
+�����������������が0��%1�������!から購入｡
	�*��+�!��が,�から獲得｡
�月, +�����������������が獲得｡
	�*��+�!��が����������������から購入｡
	�*��+�!��が,�から購入｡
�!����-���が��-���2�-���から購入｡
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図� ウイスキー (����	
���) 生産数量の推移
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消費に向けられた在庫量の趨勢も, 同様に��

年までは増加傾向を辿るが, それ以降は���万

～���万��の間で推移している｡ 	�年代で増

産された原酒は��年代には市場における過剰

生産傾向の影響を受け, その結果として在庫調

整が進んだものと考えられる｡ 先にみたような

��年代以降における蒸留所の閉鎖・休止の大

幅な動きは, こうした事態の推移を反映したも

のといえよう｡

最後に市場の消費動向をみよう｡ スコッチウ

イスキー業界は�
世紀後半においてブレンド

製品開発に成功するとともにその後世界各地に

その製品を輸出してきた｡ 図�は	�年から



年までのスコッチウイスキーの世界的消費動向

を示したものである｡ その特徴をまとめると,

まずスコッチウイスキーは国内市場よりも輸出

寡占化するスコッチ産業

―��―

図� ウイスキー在庫量の推移
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図� スコッチウイスキーの世界的消費量の推移
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市場に大きく依存しているのがわかる｡ 国内市

場は��年の�万������	をピークにゆるやか

な低下傾向をみせ, ��年代後半には
万�	前

後にまで減少している｡ 総計に占める割合も,

��年代に ��％程度あったものが ��年代後半

には��％程度にまで低下している｡ 逆に, 輸

出市場における消費需要はこの期間中��万�	

前後と高水準を維持しており, ��年は���万

�	と��年のピーク (���万�	) を凌駕し新た

なピークを迎えている｡

第�に, スコッチの消費量が大きく依存する

輸出市場の中で, アメリカの消費量が大きく減

少しているのが注目される｡ ��年には �万�

千�	あった輸出数量が��, ��年代に急激に減

少し, ��年は 
万 ��
���	へと落ち込んでい

る｡ これは, ��年のわずか約
分の�の水準

にしかすぎない｡ しかし, スコッチウイスキー

の輸出総量はアメリカの減少と同じ趨勢で減少

しているわけではなく, むしろ若干の増減の変

動を示しながらも��万�	という一定の水準を

保っている｡ とすれば, いったいどの国でスコッ

チの消費は伸びているのであろうか｡ それを示

したのが図�である｡

まず一番注目されるのは, スコッチの輸出市

場として第�位の地位を占めてきたアメリカの

消費数量が急速に低下していることであり, 逆

にフランスの消費が��年代中盤から伸び始め,

��年代後半にアメリカとその地位を逆転して

いることである｡ 第�は, スペインの消費数量

が急速に増加していることである｡ ��年の�

万
�����	から��年には
万������	(�
倍)

へと着実に増加しており, 現在アメリカと同じ

消費水準に達している｡ 第
は, アジアの新興

工業諸国でのスコッチの消費がアジア通貨危機

が発生する以前まで着実に増えていたというこ

とである｡ しかし, アジア通貨危機後の落ち込

みが激しいのもまた事実であり, こうした諸国

でのスコッチの消費需要の回復は今後の経済の

回復如何に依存することになるだろう｡

中 野 元
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図� 主要国におけるスコッチ・ウイスキーの消費量の推移
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２. スコッチ業界における寡占的構造

� 現在のスコッチ業界における寡占状況

スコッチウイスキーを生産する企業は,

���������によれば	)表	のように大きく	

つのグループに分けられる｡ ①
������

������������, ②�����������������,

③ ���� �������� ������, ④ ��������

������, ⑤��������, ⑥ ���である｡ こ

のそれぞれのグループに所属する蒸留所数は,

寡占化するスコッチ産業
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	) ���������"�����������	
�����
������	��, 参照｡

表� 企業グループ別の蒸留酒生産構成比
(％)

企業別グループ名 #��蒸留所数
(構成比)

�����蒸留所数
(構成比) $���(構成比)


������������������

�����������������

������������������

��������������

��������

 ���

!%(&&'()
)!()	'&)
*)(*!'()
+( +'()
!( !'&)
+( +'()

&(+,',)
!(!-'+)
*(*)'+)
－
－
－

&!(&+'!)
)	()-'&)
*!(*!'-)
+( +'))
!( !'))
+( +'))

合 計 (-(*,,',) ((*,,',) %+(*,,',)
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図� 国地域別所有蒸留所 (����, ���	
) 数の推移
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モルトでは①のグループが��, ②のグループ

が��で, イギリス勢が全体の�割を占めてい

る｡ また, ③北米勢のグループが��, ④日本

勢が�, ⑤ヨーロッパが�, ⑥その他が�となっ

ている｡ グレーンでみると, �のうち�がイギ

リス企業が所有している｡ モルトとグレーンを

合わせた総計でみると, イギリス勢は①グルー

プで��, ②グループで�	と全体の�割を占め,

残りの�割弱を北米を中心としたそれ以外のグ

ループが占めている｡

では, イギリス以外の諸国の企業進出は, 歴

史的にはどのように推移してきたのであろうか｡

�
年以降からの動向をみたのが, 図�である｡

�
年では蒸留所総数���のうち, ��(��％)が

イギリス勢だったのに対して, 北米勢は��(��

％) と比較的多く, すでにこの頃からスコッチ

業界への進出が進んでいたことがわかる｡ しか

し, アメリカにおけるスコッチ消費需要の急激

な減少とともに蒸留所所有からの撤退も急速に

進み, 現在では当時の半数近くにまで減少して

いる｡ その逆の動きをみせているのが, 日本や

ヨーロッパなどのグループである｡ 特に, 日本

中 野 元
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表� 企業別操業蒸留所数 (��������	
)

企 業 名 ��� ����� ����
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ではまず最初������系が��年代中盤に���

�	
�������������(�������) を所有し, 次

に進出したのが �����で �������(�����

���) を所有し, 最後に����年に入って���

�	��が �	�
	��(�����) をはじめ  	����,

�������に計!つの蒸留所を所有するに至っ

ている｡

各グループを構成する具体的企業名を記した

のが表"である｡ ここでは, 大手メーカーを中

心とした##社がモルト, グレーンの蒸留所総

数�$を所有しており, なかでも�����	が#�

(モルト#", グレーン#) と圧倒的な規模を誇っ

ているのがわかる｡ グレーンの生産能力構成を

みても (表�), �����	は#�％と圧倒的なシェ

アを占めている｡ 続いて, モルトでは������


(北米) が�!％と高い割合を示しているが, 他

方%������	
�&'はモルトで�割のシェアを

持つとともにグレーンでは#割のシェアを占め

ており, 総合的な力では高い位置にある｡ いず

れにしても, モルト分野では ##社のうち

�����	を初めとした, %������	
�&', �����

�
, ���(�����	)�	�*(�����������

�������を含む), +�����
)���の$社で"割

のシェアを占めているのが注目される｡ グレー

ン分野では, 生産能力は最低でも�万��, 最

大で,万!千��と近代的産業としての大規模

生産を誇っており, それを担いうる企業が数少

ないのも頷ける｡

では, モルト蒸留所の生産規模はどうか｡ た

とえば, )��-���&�蒸留所の�万��, �	
���

蒸留所の"千��といった事例はあるが, これ

はあくまで例外的な生産規模であり, 実情は総

じて$千��台からそれ以下の生産規模階層に

分布している｡ 具体的にみると (表�), �����

以下層と,����以下層は合わせて"と全体の�

割にも達しておらず, 逆に #.���～$.�����層

が�#/�％を占めている｡ これと全く対照的な

のが日本の本格焼酎業界である｡ 日本の場合に

は生産活動している企業数は, 熊本国税局管内

だけでもモルト蒸留所の約�/"倍にあたる�$�

と多く, 生産規模別分布でも比較的生産規模の

小さい�����以下層と,����以下層が全体の"

割を占めている｡ 総じて, スコッチ・モルト蒸

留所の規模別分布あるいは蒸留所数と比べると,

日本の本格焼酎業界では中小規模メーカーを中

心に地域産業あるいは地場産業としていかに産

寡占化するスコッチ産業
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表� グレーン蒸留企業の生産能力と割合

企 業 名
( 蒸 留所数 )

生産能力
(��)

割 合
(％) 所有蒸留所名

%  �(������  (0�(#) ,".��� #�/� ��
1���	, ������&����

��%)(2(#)
(3����	����4��������������)

�$.��� #�/$ 5�
��	1�����.3	�������

620�4�(�0%���(�)
(7��()������(��	*�))

!�.��� ��/� �����	��	

+�  �%8 )0%�� (�) ,�.��� ��/� )����

 25� 282�������  (09 (�) ��.��� !/�  	&� 	
	�

 2���%������  (0�(�) ,!.��� ��/� �	����������

合 計
(�������������) !!!.��� ���/�
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地集積が進んでいるかを知ることが出来る｡

まとめると, スコッチ産業の構造的特徴は,

スコットランドに点在するほとんどの蒸留所は

先にみたブレンドメーカーや有力蒸留酒メーカー

の系列下に置かれていることにあり, その主力

有力企業の代表が���(������傘下のスコッ

チ部門メーカー)に当たるわけである｡ ������

社や	

��������社などというのは, 正確

にいえば後にみるようにスコッチ以外に総合的

な酒類部門, 食品・飲料その他の部門を有する

総合的巨大企業グループなのであり, その意味

でスコッチ産業はいくつかの総合的巨大企業グ

ループの競争条件や戦略的計画の変動にともなっ

て様々な影響を受けざるをえない構造になって

いるのである｡

� スコッチ業界における寡占化の進展

① 酒税法改正から����年代後半までの歴

史的特徴

先にもみたように, ����年の大幅な酒税法

改正によって密造時代は終わりを告げ, 免許料

を支払って公的に認められたモルト蒸留所が

����
���を中心に多数出現するようになる｡

小さいものまで含めるとその数約���ともいわ

れている｡ ただ, この時期ではまだスコットラ

ンドの地酒として地域内で消費されている状態

(地産地消)だった｡ ここに, �つの事情が加わ

ることによって事態は大きく変貌することにな

る｡

その第�は, ��年代におけるパテント・ス

ティルによる連続的蒸留法の実用化いわゆるグ

レーン・ウイスキーの登場である｡ その後のブ

レンド技術の発展とともにブレンドウイスキー

が製品開発され, 従来の強くて個性豊かなモル

トウイスキーに代わって軽くて飲みやすく薫り

高い製品として市場に普及することになる｡

ただ, 最初は容易には市場拡大はできなかっ

た｡ しかし, ��世紀後半にヨーロッパで事件

が起こった｡ これが第�番目の事情であり, 市

場進出を達成する条件だった｡ それがブドウの

樹木を枯れさせてしまうフィロキセラ害虫の大

流行だった｡ 特にフランスでは, その影響で

����年代にブドウ園は全滅してしまい, �～�

年後にはワインとブランデーが酒屋から消えて

しまうという事態にまで発展した｡ それによっ

て, スコッチはフランスの酒類産業が回復する

までの間にブランデーに代わるスピリッツとし

て食後酒の地位を獲得したのである｡ スコッチ

はフランスの飲酒文化を受け入れてきたヨーロッ

パ市場全体に普及し波及していった｡ 当時のイ

ングランド・ロンドン紳士にとっても例外では

なかった｡

さらに, イングランド市場への浸透として忘

れてはならないのは, ヴィクトリア女王がイン

グランド王として初めてスコットランド (特に

ハイランド) のスコッチを好んだということで

ある｡ これが第�の事情である｡ 先の�番目の

事情とも相互作用しながら, スコッチを愛飲す

る階層はイングランド貴族を中心にロンドン紳

士などへさらには広範な市民層にまで広がった

といわれている｡

こうしてスコッチ業界は����年代までに世

界の酒として急速な成長を遂げ一大ブームを達

成したのであるが, このブームも ����年の

��������(大手ブレンド会社) の倒産とともに

中 野 元
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表� モルト蒸留所と本格焼酎企業の規模別分布比較
(％)

生産規模 モルト蒸留所数 本格焼酎企業数

����
以下
����
以下
������
以下
������
以下
������
超

�( ���)
�( �� )
��(�!��)
!�(!���)
�( ���)

!�(����)
��(!���)
��(�!��)
��(  ��)
��( �� )

総 計 � (�����) ���(�����)

注１. 本格焼酎企業数は熊本国税局 ｢しょうちゅ
う乙類製造業の概要 平成��年度分｣ を参
照｡

２. モルト蒸留所数は	
��"#$�%����������
��	
�� ���
��� ���	��－�	�����	��
��	�	���&��$��$��'��"�'$�����"'���$(

�����))�������を参照｡



終焉を迎える｡ その結果, 操業を継続するスコッ

トランドの蒸留所数は急速に減少し, ����年

に���あった蒸留所は����年に���へ, ����

年には���へと減少の一途を辿ることになる�)｡

このようなスコッチ業界の低迷期に進んだの

が寡占化の動きであり, その中心は����年に

	
����の�つの大手パテント・スティル蒸

留所 (グレーン・ウイスキー) が結合してでき

た ��	(��������������
����	���) であ

り, ビッグ�の成長・躍進であった｡

② ビッグ�

スコッチウイスキーはブレンドウイスキーと

して世界的にも普及してきたのであるが, その

過程はスコットランドのウイスキーの主導権が

次第に一連の大規模なウイスキー蒸留業者へと

移行する過程でもあった｡ その推進の担い手と

なったのが, �
���� , �
������, �
��

!�"��, ����#$%���, &����'%"��と

いったビッグ �であり, これらビッグ �を

����年までに最終的に合併・統合していった

のが, ��	だった｡ とにかくここではまず,

ビッグ �の急成長過程を �(����%���によ

りながら�)簡単にまとめてみよう｡

まず, �� 家を急速に繁栄させたのは�
��

�� であるが, その契機は以前製造していた

モルトとともに新たにより安価で大量に生産で

きるグレーン・ウイスキーの製造を本格化させ

たことにあった｡ その蒸留所の名は����
�

#��� �����������といい, ����年に ��	を

構成する�つのうちの�つの蒸留所である｡ こ

の��	の新会社では�� は取締役に就任する

のであるが, 自らのブレンド事業経営は

'�"��%�で独立に行っている｡ つまり, ���)

�
�#��� �で蒸留するとともに'�"��%�で自

分自身の独立事業としてブレンドしていたわけで

ある｡ 彼は����年に死去するのであるが, 彼

の事業は息子達に引き継がれ, 特に����年か

ら����年の禁酒法制定までの期間アメリカへ

の輸出を大きく増大させている｡ 実際, アメリ

カではかなりの評判を得ていた｡ しかし, 禁酒

法時代に入っていた����年に�� 社は��	

によって買収され, その後の第�次大戦の苦難

の時期や戦後の成長期における�� の発展過

程は��	の歴史のなかに刻まれることになる｡

�� はビッグ�の最古参であり, その銘柄は

｢ベル｣ として知られている｡

次に, �
������であるが, 彼の家系は��

世紀中頃パース州の農家からスピリッツ事業に

参加し以後蒸留所生産を続け, ��世紀後半か

ら積極的にロンドンなどの主要都市への宣伝活

動を行い販売市場を拡大した｡ ����年には,

会社は��万ポンドの資本金を有する有限会社

へと発展し成功している｡ この功績は主には

�
������と�
�������の兄弟による

ものであった｡ �
��は ����年に最初のウイ

スキー男爵として貴族爵位を得, �
���は�

年後の��年に貴族爵位を得ている｡ その後,

����年に�����は��	と合併するのである

が, 会社は彼のファミリーによって引き続き管

理された｡ ����年には�
���������*
��

社はイギリスの輸出 (外貨獲得) に貢献したと

して女王から賞を授与されている｡ 実際に, 会

社の�割が輸出されていた｡ その代表的銘柄は

｢����+�ホワイト・ラベル｣ である｡

,番目の �
��!�"��はいうまでもなく

｢�
�����!�"��｣ 赤ラベル, 黒ラベルを世に

出した人物である｡ ����年, 彼はエア州

-�����
%"(スコットランド南西部) の食糧

ワイン・スピリッツ商として身を立てたが, 当

時はまだ小売事業にすぎなかった｡ ��年に彼

の息子が事業に加わると, 事業を卸売にまで広

げ, ��年もかからないうちに��万ガロンのブ

レンドウイスキーを保有するまでになり, 会社

の施設は急速に拡大した｡ 息子の .��/����

寡占化するスコッチ産業
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�) �(����%���0����������	
－���������������0.������$��%�����, �����参照｡
�) ビッグ�の成長過程については, �(����%���0����������	
0�������,を参照｡



������は製品をグラスゴーから出航する船乗

りに販売したり, 国際貿易都市としての

���	��
���のメリットを利用することでイン

グランドへの販路を開拓し, �年代にはロン

ドン市場での拠点を確保する｡ 彼はスコッチウ

イスキーのブレンダーそして輸出業者として会

社を創設したのであったが, ���

��������

というブランド名が付けられたのは彼が死んで

間もない���年であった｡ その後の発展は彼

の息子たちが担ったのであるが, それだけでは

なく特に���年に入社した��	�������
��


の果たした役割も大きかった｡ 彼は軍需や文化

関係における政府関連の仕事に関わっており,

会社を世界的な最大手のブレンド会社へと導く

ための主役を演じている｡ ただ, この急速な拡

大が����年代における特殊な経済事情 (アメ

リカ禁酒法など)のもとで過剰生産問題を引き

起こし, ����年に���
�������
���
�社

は�����
�
��と�������とともに�� と合

併している｡ 第�次大戦後の��, !�年代を通

じて���

��������はさらなる輸出事業を拡

大していくことになる｡

"番目は, �����
�
である｡ �"�年カナダ

で生まれた彼は, その後スコットランドに戻り,

��歳になると兄弟とともにグラスゴーでグレー

ン・ウイスキー事業を行い蒸留に興味を持つよ

うになる｡ �"年にウイスキー・ブームを予

感し, ロンドンで自分の会社��	�������
�


＆��#を設立する｡ 彼はイングランドにおける

ブレンドウイスキーのマーケティング宣伝活動

に秀でており, グラスゴーのウイスキー会社か

ら得たストックをブレンドしたウイスキーを販

売し, 黒いビンに白いラベルを張ってさっそう

と売り歩いた｡ ���"年にこのラベルのデザイ

ン名は ｢ブラック・アンド・ホワイト｣ と登録

された｡ この間にもいくつかの蒸留所を買収し

ている｡ 第�次大戦が勃発するまでの��年間,

�����
�
の事業は急速に拡大し, イングラン

ドはもとよりヨーロッパ, 南北アメリカ, ニュー

ジーランドにも輸出を広げている｡ 彼の会社は

���$年に有限会社となり, ��年には �����

と合併する｡ そして, ��年に�� と合併する

のである｡

最後は, ｢ホワイト・ホース｣ である｡ この

会社は, �$年にグラスゴーで��	�� �%�


&�����によって創設された｡ その後, 蒸留の

経験を積むとともにモルトとグレーンをブレン

ドすることを決定し, その製品に命名されたの

が ｢ホワイト・ホース｣ である｡ 彼の甥である

'����&�����は���年にその事業を引き継ぎ,

世界有数のウイスキー会社の一つへと築き上げ

た｡ 会社は���年に有限会社となり, ｢ホワイ

ト・ホース｣ は公的に登録された｡ '����は

���"年に死去するが, その年に会社名はホワ

イト・ホース蒸留会社に変更され, この新しい

会社は従来の ｢コルク｣ を止めて ｢スクリュー

キャップ｣ を新たに採用する｡ これは ｢ボトリ

ングの革命｣ とも呼ばれている｡ 彼は, �� 

との合併には最後まで抵抗していた｡ このため,

�� がホワイト・ホースを買収するのは,

'����の死んだ後の���(年であった｡

こうして, ��世紀後半から��世紀前半にか

けてスコッチウイスキーを急速にあざやかなく

らいに世界的に普及させていったビッグ�各社

は, 最終的に����年から�(年にかけて�� 

との合併へと集約されていくのである｡ 各会社

を担ったたたき上げの男達は当初独立心旺盛に

活動し�� との合併に一様に抵抗するものの,

最終的には寡占化の流れに飲み込まれてしまっ

ている｡ ブレンドと熟成に固有の才能と技術を

駆使して有名になった������	 ��
�����
会

社とてもその例外ではなかった｡

この会社は, �!$年に創業し, !"年にシェ

リー樽での熟成や様々なブレンドを試みる異色

の存在であった｡ (!年に正式にスピリッツ業

者の免許を取得し, �年に息子の ������	

&���が事業に加わり, そこでブレンドを樽で

ではなくビンで売るようになる｡ また, 消費者

にとっての香り豊かで芳醇なブレンドを知るた

めに, �年(月約���種類のブレンドをつく

中 野 元
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り, それをそれぞれの容器のなかに入れておき,

招待した多くの輸出ブレンダーや友人に試飲し

てもらい一番良質なものを選んでもらった｡ そ

こで全員一致して選んだのが, ��番目の容器

に入ったブレンドだった｡ これが ｢�����｣ と

いう有名ブランド誕生の秘話である｡ しかし,

��年に��	が誕生すると, この会社はその対

抗策としてグレーン・ウイスキー工場を確保す

るために蒸留所を設置するなど事業拡大を積極

的に進める｡ 
�世紀に入ってからは, �����

���������は死去するものの, 後継者たちは

アメリカへの輸出を積極的に展開するなどして

事業実績を上げていく｡ しかし, ����年代後

半スコッチ産業における合理化の流れは, 最終

的にこの会社を��	との合併へと導いていっ

たのである｡

③ ���(������	�

����������	�)

��	�)はウィリアム・ロス (����年��歳で

社長に, ��
�年に会長になる)の手腕によって

独自の合併政策と生産, 流通の管理政策を推進

し, 景気動向にできるだけ左右されないような

体制づくりを目指した｡ こうした政策のもとで,

スコットランド各地のモルト蒸留所を次々に買

収したり, また自らモルト蒸留所を新規に建設

したりと積極的な活動を展開するとともに, 国

家機関とも緊密な連携をとることで様々な危機

を乗り越えていくことになる｡ ビッグ�が個別

企業間の競争を通じた寡占化の進展過程だった

とすれば, 実は��	の発展過程は資本の高度

な集中・集積によるさらに一段と強化された寡

占体制の形成過程だったのである｡ その歴史的

概略をまとめると以下のようになる｡

����年にローランドにおける�つの大手パ

テント・スティル (グレーン・ウイスキー) 蒸

留所が合同して創設された��	は, ウイスキー・

ブーム期を形成した��年代にアバディーンで

最初のモルト蒸留所を建設するとともに, 
�

世紀に入ると需要低迷期のなかでモルト蒸留所

やブレンド会社の買収など次々に事業拡大を進

めていくことになる｡ 第�次大戦時にパン用イー

スト菌の輸入が減少したときに, ウイスキー用

のイースト菌を転用して食糧危機を救った

������������������� 	��も, この当

時の ����年に ��	の子会社として創設され

た会社である｡ そして, 第 �次大戦直前の

���!年までにローランドの�つのモルト蒸留

業者を集中させ, �"�����#�����������	��

(略称�#�	) を創設するとともに, 続く��,

��年に��� ���や�$ �島などでいくつかの

蒸留所の買収を進めている｡ ��年以降になる

と, この�#�	を通じてスコットランドにあ

る���以上のモルト業者のうちの!�業者を支

配下に置き, さらに��あるグレーン蒸留所の

うちの�業者を統制している｡ また�!年当時,

グラスゴーやエジンバラのブレンド会社も

��	は獲得している｡

それでは, ��
�, 
�年にビッグ�までもが

��	と合併せざるをえなくなったのはどうし

てだろうか？実はその背景には, 第�次大戦期

間さらにはその後におけるイギリスの特殊な経

済事情があった｡ その事情について, 以下まと

めてみよう｡

この戦争が勃発した当時, 大蔵大臣であった

ロイド・ジョージは労働者の作業効率がアルコー

ルによって損なわれることを防ぐために禁酒法

を課そうと真剣に考えていた｡ そこで, 当時

��	の社長であったロスは彼に会見し, イー

スト菌の製造と蒸留やアルコールの工業的利用

そして軍事的利用との連携を説いた｡ ��年の

政府会議では, ドイツ潜水艦によってイギリス

への輸入のダメージが増加しているために緊急

に穀物確保を行う必要性について話し合われた｡

その結果, 蒸留生産は厳しく制限され, スピリッ

ツは配給制となった｡ また, 未熟成 (制限) 法

(���%����&�������('����"���)("�) が

成立し, 保税貯蔵庫で最低�年間熟成されてい

寡占化するスコッチ産業
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ないウイスキーをイギリスで流通させてはなら

ないこととなった｡ この法律は戦時法として指

定されていたにもかかわらず, 実際にはそのま

ま残ることになる｡ ロイド・ジョージはこの法

律をウイスキーの消費を制限させる手段として

考えていた｡ しかし, ��������	
＆����の

重役であった��	���	�	����は労働者のア

ル中の原因は熟成ウイスキーではなく安くて洗

練されていないウイスキーにあることをロイド・

ジョージに説得した｡ ��	�	����はこの厳しい

制限立法をウイスキーに利益をもたらす方向に

変えたのである｡ しかし, 実際に都市のスラム

で希望を持てない労働者がアル中に陥っていた

ウイスキーはモルト・ウイスキーではなく, 実

は新しいパテント・スティルによって再蒸留さ

れた安価で酔いやすいグレーン・スピリッツだっ

たのであり, これがスコッチの評判を落として

いたのである｡

この制限立法は, 直接消費者へのウイスキー

価格の急上昇をもたらした｡ そして, ブレンド

製造やウイスキー流通を行っていた多くの独立

系会社は様々な諸困難をこうむっていた上に,

新たに在庫負担をも強いられることになり, 業

界から強制的に退去させられ, 彼らのもとにあっ

た価値ある在庫品はしばしば���やその関連

会社の手に渡ったのである｡ その結果, 多くの

独立系会社はさらに弱体化し, ���との合併

が促進することになった｡ というのも, ���

グループのグレーン蒸留業者は戦争用の工業ア

ルコールを生産して操業を継続できたが, 独立

系モルト蒸留業者はそれが不可能だったからで

ある｡ 結局, 工場閉鎖に追いやられ, 彼らの多

くは���との合併話に乗らざるを得なくなっ

たのである｡

寡占化を促進したもう一つの要因はウイスキー

税の引き上げである｡ ����年におけるウイス

キー税は �ガロン (約 ����㍑) につき ��シリ

ング��)�ペンスだったのが, ��年には��シリ

ングに, ��年��シリング, その後��年から

��年�月まで��シリング�ペンスとなり, わ

ずか�年の間に�倍以上になるほど急激に上昇

している｡ 他のアルコール飲料と比較して不釣

り合いなほどに高い増税は国内販売 (消費需要)

にも大きな影響を及ぼし, その克服策としてま

すます海外市場の拡大が要求されるようになっ

た｡ ところが, ��年以降スコッチウイスキー

の中心的な海外市場であったアメリカで禁酒法

が成立し��年まで継続するという事態が生じ

てしまう｡ これによって, アメリカにおけるス

コッチウイスキーの販売は大きく落ち込むこと

になった｡ 先にみたビッグ�は, いずれもアメ

リカ市場への急速な拡大を自らの資本蓄積の不

可欠な条件としていたがために, こうした諸制

約による会社の建て直し策として���との合

併を余儀なくされたのである｡ ����年の

�	��
と ��������	
が ���に合併し, �

年後の��年には����	 �
�	が, さらには��

年には������ ���!	
���が合併に加わると

いうのもこうした一連の事情を反映したものと

いえよう｡

ウイスキーの増税は, 第�次大戦が勃発した

��年�月 (�ポンド�シリング�ペンス) から

再び始まる｡ ��年には�ポンド��シリング�

ペンス, ��年�ポンド��シリング�ペンス,

戦後になっても��年�ポンド��シリング��

ペンスへ上昇している｡ その後��年代にも数

度引き上げられている｡ 特に, 第�次大戦が及

ぼしたウイスキー貿易への影響は, 深刻だった｡

食糧省は��年の終わりにはウイスキー生産を

停止することを通告した｡ 蒸留のために���

によって貯蔵された�ヶ月分の穀物在庫は接収

され, 輸出用スコッチウイスキーの生産のみ短

期間の蒸留が許可された｡ このため, ��年以

降国内向けウイスキーは配給制となった｡ また,

戦後においてもウイスキーは対米輸出の�分の

�を稼ぐほど外貨獲得のための花形輸出産業で

中 野 元
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あったために, その分国内の消費制限は強化さ

れていた｡

国内市場への配給制が��年代に終焉すると,

急速に消費量は増加する｡ ��年の���万ガロ

ンから��年には約���万ガロンへというよう

に｡ ただ, ��年代の特徴は相次ぐウイスキー

税の引き上げが行われたことにあり, このため

国内市場は漸次的に拡大することができず, 増

税によって需要の減少を引き起こしていた｡ 実

際, ��, ��年は約	��万ガロン, 	��万ガロン

と増えたのに, ��年, ��年は��	万ガロン,

�	�万ガロンへと減少している｡ 他方, アメリ

カを中心とした輸出は��年代を通じて順調に

増え続けた｡ ��年の
�
��万ガロンから��年

の ��	��万ガロンへ, さらに ��年の �����万

ガロン, ��年の ��
��万ガロンへと増え続け

た｡ こうした販売数量の増加は, 戦中戦後を通

じたスコッチの生産規制のもとでは当然に貯蔵

酒のストックの不足という問題を引き起こした｡

このため, 蒸留所による在庫量は世界のスコッ

チの消費量を年々�����万ガロン以上上回り続

けているといわれるほど加速的に積み増される

ことになった｡ そのことが一方では投機的取引

などを生み出すとともに, 他方ではアメリカを

中心とした輸出市場における需要の増減が多く

の蒸留所の操業の休止や閉鎖に直接的影響を与

えることにもなったのである｡

３. スピリッツ産業における総合的酒類
資本と寡占体制の再編

� ��年代以降における消費需要の変化と

総合的酒類資本

��年代中盤頃から, 酒類の世界では国際的

に ｢白色革命｣ というブームが到来する｡ この

白色革命とは, ��年にアメリカにおける売れ

行きの王座がバーボンからウォッカに交代した

ことに象徴されるように, 世界の各国でウォッ

カのほかにテキーラやラムなどの無色透明のス

ピリッツが愛飲されるようになったことを示し

ている｡ その内容は, それまでの出来合の等級

や銘柄を前提にするのではなく, 値段の安い無

色無臭のスピリッツを自分の好みによっていろ

んなものとブレンドし味わうというスタイルで

あり, その担い手は主に当時の若者であった

)｡

当然, この影響はスコッチにも及んだ｡ 先の図

�におけるような��年代後半以降からのアメ

リカにおけるスコッチ消費数量の漸次的減少傾

向は, このことを端的に現わしている｡

実は
	�
年以降イギリスでは酒類の国家的

管理が緩和されていくのであるが, 特に世界の

飲料企業トップ�のうちの�つのイギリス企業

���������, ��������, �������は, こ

うした消費需要の変化を巧みにとらえながら,

多様化戦略を展開していく｡ その多様化戦略を

����������
�) は �つに分類している｡ 
つ

は, 酒類の内的多様性を志向するものでビール

を中心としながらもワイン, スピリッツ, サイ

ダーなどの酒類関連飲料部門を網羅的に重点整

備するものである｡ それによって, 多様な事業

の買収 (資本の集中) が進んだ｡ �つ目は, 酒

類販売とは異なる他の分野の活動を展開するこ

とであり, 具体的にはホテルやレストラン, レ

ジャー・サービスなどへの進出である｡ この結

果, 大手トップ企業は総体としてますます国内

酒類市場を支配するようになったのであり, 他

方ヨーロッパ市場の開放の進展とともにその系

列流通網の整備をも急速に展開していくことに

なる｡ こうした一連の過程は, 主力トップ企業

と多くの関連する子会社群から構成される総合

的酒類企業グループの形成・強化過程として進

んだのである｡

特に注目されたのが, ��年代から	�年代に

かけて急速な経済発展を遂げてきたアジア, ヨー

寡占化するスコッチ産業
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ロッパなどの新興工業諸国である｡ 経済発展に

伴う国民所得の上昇によって, これら諸国では

国際的なブランド品 (高級品) を中心に消費需

要が伸びていく傾向があった｡ 逆にいえば, 国

際的な市場展開を積極的に進めている大手酒類

資本は, 当該国における流通資本との提携や合

弁事業化を促進しながらブランド銘柄を主力商

品として組織化を進め, 販路を拡大してきたの

である｡ 総じて, 中小資本の生産する比較的ブ

ランド力をもたない製品の売り上げは��年代

以降漸次的に減少を続け, 他方の大規模で国際

的な総合的酒類資本は ���を繰り返しなが

ら生産と流通の体制整備をはかり高級主力商品

の販売拡大とともに高収益水準を確保してきた

のである (図�参照)｡

� 寡占構造の再編

ここでは, ����	�
��������？���)の報

告書をもとにスピリッツ産業における��年代

後半から現代までの動向を�つの画期で概観し

てみよう｡ 第�の時期は, ��年代後半から��

年代初めにかけてである｡ この時期では, 特に

アメリカ, イギリスでスピリッツ量の減少が起

き, 貯蔵在庫が急速に増えた｡ 各企業はその打

開策としてマーケティングによる販路拡大より

も製品価格の切り下げを実施したのであるが,

実はこのことがスコッチの製品イメージを傷つ

け販売量の改善に失敗することになった｡ 当時,

ウイスキー在庫量の増大は ｢ウイスキーの湖｣

という不名誉な言葉さえ生み出したほどである｡

第�の時期は����－��年の���期である｡

この時期には, 需要低迷という状況の下で

�	��
������
��グループを中心に蒸留所や

ブレンド会社の買収が数多く行われ, 価格競争

の回避策とともに, 貯蔵酒在庫をうまく調整・

管理するための原酒蒸留所の閉鎖や休止策が頻

繁に実施された｡

第�は, ��－��年までの高成長期であり,

スピリッツ企業にとっての黄金期である｡ この

期間���	��
�や���	
��, ��
����	�は

ともに年平均� ％の利益成長率を生み出して

いる｡ その要因は つあった｡ �つは, ウイス

キー価格の上昇である｡ この期間には名目で

��％から��％の価格上昇があった｡ 以前の時

中 野 元
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期における生産調整によって供給量を一定に維

持していたため, 特に日本やヨーロッパでの需

要拡大と多くの国でのインフレ傾向が価格上昇

と収益増大に寄与したのである｡ �つめは, 高

級ブランド製品の売り上げ増加である｡ 実はこ

の高級ブランド化がこの時期における成長局面

の中心的原動力だった｡ というのも, この時期

多くのヨーロッパ諸国やアジア諸国では社会的

なモノに対する熱望や仰々しい消費性向が根付

いており, 全スピリッツ販売のなかでデラック

ス製品群は著しく売れていたからである｡ �つ

めは, 関税率の引き下げである｡ 特に, 日本や

ギリシャ, メキシコ, ベネズエラ, スペインで

は関税率は相当に引き下げられ, 輸出スピリッ

ツ市場が拡大した｡ �つめは, ��年代における

���活動が産業合理化を促進したことである｡

それによって, 貯蔵在庫管理の整備やかなりの

程度でのブランドの合理化を進めるとともに,

ブランドの公告宣伝活動も強化できるようになっ

た｡ 最後は, 流通業者の買収・系列化である｡

というのも, 重要な市場において販売額が増大

するにともない, 流通分野を自社の所有する業

者で編成・系列化する方が一般的に流通マージ

ンの獲得や自社の利益率にとって有利と考えた

からである｡ 実際に自社系列の流通業者が取り

扱う販売数量の割合をみると, 	
������

����������は ��％を占め , ������ ������

�������������(����) や ����������

����������＆������(���) はいずれも 割を

越えている｡ そして, その行き着いた先が

���!��だったのである｡

第�は,  �－ "年の低落局面である｡ この

低落の原因は, 上の�つの収益要因が機能しな

くなったことにある｡  �,  �年を通じて, 収

益成長予測は減少に次ぐ減少へと転換した｡

第�は,  "－  年の合同局面である｡ この

時期では, スピリッツ (ウイスキーを含む) の

消費需要が減少しつつある現在の状況(サンセッ

ト的様相)に対して, 大規模な合併で全体の局

面打開をはかっているのが特徴である｡ スピリッ

ツ産業は他の産業に比べて産業集中はそれほど

進んでいるわけではないことから, これからは

�, �の���!��のような国際的企業グループが

合同・合併によって形成され, 主導的役割を果

たすことを期待する見方も生まれている｡ いず

れにしても, 新たに高度に集積されたいくつか

の国際的企業グループへと収斂されていくこと

(より強固な寡占体制への再編) が予想されて

いるのである｡

� 新たな国際的企業グループの形成

������創設を中心に

上のスピリッツ産業の経済的変動の背景には,

��年代から継続的に続けられた国際的企業グ

ループあるいは国際的な総合的酒類資本の形成・

強化過程があった｡ その主な合併・買収の動き

をまとめたものが表#�である｡ まず��年に,

���
$�%�������������を��が買収している

のであるが, 実はこの��は当時の&$����

グループの�'((����������'����)(��) が

���
$�%���＆��社と合併することによって

発足した会社 (��年) であり, その意味では

�'(がより拡大・発展した企業といえよう｡

表 #�をみると, この ��と ���さらに

���� が中心となって買収・合併を積極的に

進めているのがよくわかる｡ 特に, ��は国際

的な総合的酒類資本である&$����グループ

の, 同様に���は&��������������グルー

プの, それぞれスピリッツ部門の子会社であり,

この二つの国際的企業である親会社が合併して

���!��が "年に創設されたのである｡ これに

伴い��と���も合併して新たにスピリッツ

子会社 ���(���������������＆ ������)

が発足しているのである｡ この���!��は世界

最大の国際的総合酒類資本というべき巨人であ

り, そのシェアはたとえばイギリスからのスコッ

チウイスキーの輸出の��％, ジンの��％を占

めているともいわれる｡ また, アメリカの�*�*

ハーパーのバーボンメーカーをも傘下に有して

おり, そのネットワークはいろんな産業分野に

寡占化するスコッチ産業
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わたって網の目のように国際的な市場を網羅し

ている｡ ��年の総売上高は約���億ポンドに

も上り, スピリッツ酒類別ではスコッチが��

％, ウォッカが��％, ジン�％, リキュール�

％, ブランデー・コニャック�％, ウイスキー

�％, ラム�％などとなっている｡ また, 地域

別販売市場ではイギリス・ヨーロッパが��％

と最も多く, 次いで北米��％, アジア・太平

洋��％などと国際的な拡がりをみせている�	)｡


�� (イギリス) も, この間数々の買収を

通じて規模を拡大するとともに総合酒類資本グ

ループとしての体制を築き上げてきた｡ なかで

も �	年の ����������������(スペイン)

の買収によって一段の規模拡大を達成している｡

総売上高 (��年)は		億ポンドと������の約

�分の�である｡ 酒類別構成ではブランデー・

中 野 元
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表�� スピリッツ産業における主な���
～����から��年まで～
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�'(��%�))��*'�))��*(イギリス)
+�����),��(イギリス)
#����--�**��*'�))��*(カナダ)
+��.)��-


)����-��-�/���*, �����-�＆�����, ��0�％ �1�����'�#��'�))
�����'�#��'�))(フランス)
��％ *'�,��-2�#+(フランス)
3���*%������(*(イギリス)
&(��*'��-%��*(アメリカ), #�'�4�(ギリシャ), 5�6���(ギリシャ)
%�-��.���!��(オーストリア)

*.��((ドイツ)
�	％ *'�,��-2�-*�-
#�����7�'(&��-'����

	�％ �-�����&���8�(メキシコ)
! 3"���'(アメリカ)
�������!��(ベネズエラ)
�％ �1������������
'���,���％ (�)��-�(スペイン)
��％ �-��-6�)�*%/�**
&�-6�-�

��％ 9��'(%��'�*(��*'�))��/(イギリス)
#��'�-�＆ !�**�
!����-�-�	�％ �1����������������
�'�,��-2�#+:������-8��'���-'��	％ �1#��'+�--�**/
%�'�-%��-�/(イタリア)
�)�-"))�-(アメリカ)
����-(フランス)
#�����7�'(��(8��'(�����'��-�1������)
��7��;*(スコットランド)�-�%��.�/(��-)
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コニャックが��％, スコッチ��％, ウイスキー

��％, リキュール��％などと続いている｡ 販

売市場構成では, イギリス・ヨーロッパが��

％と最も高く, 北米��％, アジア・太平洋�

％などとなっている｡

総合酒類資本グループの特徴は, �	
��や

���� にみられるようにスピリッツ部門だけ

でなくワイン, ビール部門さらには食品生産部

門, 外食産業などをもグループとして所有して

いることである｡ これら国際企業グループの

����年以降における最近の動きとして, まず

���	�������は眞露のウイスキー部門を買

収したり (��年), ヨーロッパのシャンパン部

門を買収する (����年) など蓄積体制の強化を

図っている｡ また, ��
��
�は����年にフラ

ンス・メディアに買収され, その酒類部門は

�	
��の���と������	�
��とに分割買

収されている｡ この他には �
�
��	, ��� 

などがあり, それぞれ各国市場における売れ行

き状況に応じて流通網の整備や売却・整理など

の再編を繰り返しており独自な活動を展開して

いる｡

スコッチ蒸留所は単独の独立した経営方式を

貫いているところはほとんどなく, こうした国

際的総合酒類資本グループを構成するウイスキー

部門の大手資本の系列下にあるというのが実態

である｡ しかも, その系列編成は単純な縦系列

で編成されているというよりは, モルトやグレー

ンのブレンドのために縦横に形作られた複雑な

取引関係を展開している｡ したがって, こうし

たスコッチ蒸留所は国際的巨大企業グループの

資本蓄積戦略に基本的に規定されるものの, そ

れが及ぼす影響はブランド製品の売れ行き動向

に応じてその製品のブレンドにかかわる蒸留所

の操業の拡大あるいは閉鎖・休止という形で現

われる｡ しかも�年以上という保税倉庫での貯

蔵期間があるため, その影響は屈折した形で現

れざるをえない｡ 逆に言えば, スコッチ産業に

おける蒸留所の再編はそのようにして進んでき

たし, またこれからも同様に展開するのである｡

４. スコッチ産業が提起する本格焼酎産
業への課題

� しょうちゅう新時代の特徴

日本における酒類産業では明らかに大きな地

殻変動が起きている｡ その中心にあるのが, 本

格焼酎から甲類焼酎まで含めた ｢しょうちゅう｣

消費の急拡大であり, 他方での清酒やウイスキー

消費の傾向的な減少である｡ 私たちの共同研究

では, これは日本におけるカビ文化 (麹菌) に

基づく蒸留酒の確立過程 (国民的認知の過程)

であり, それはヨーロッパ各国でたとえばイギ

リスでは麦芽文化に基づくビール＝醸造酒とウ

イスキー＝蒸留酒があるように, またフランス

ではワイン＝醸造酒, ブランデー＝蒸留酒があ

るように, 日本でもようやく清酒＝醸造酒と並

んで ｢しょうちゅう｣＝蒸留酒が国民のなかに

定着したことを示していると考えた｡ 同時に,

この ｢しょうちゅう｣ はアジアでも中国の白酒

や高粱酒とは違った日本独特の蒸留酒である｡

では, こうした事情を数値で示してみよう｡

まず酒類別消費数量の動向 (図�) をみると,

第�に��年に本格焼酎の消費量 (���!�) がウ

イスキー, ブランデーの消費量 (���!�) を上

回り, その後格差は拡大傾向にあることがわか

る｡ 第�に, 清酒の販売数量の低減傾向が続い

ているのに対して甲類焼酎と本格焼酎を合わせ

た ｢しょうちゅう｣ の逓増傾向は全く対照的で

あり, 特に��年代後半から両者の差は急速に

接近しているのがわかる｡ 課税移出数量でみて

も (図��), ����年は清酒が約��万!�に対し

て ｢しょうちゅう｣ は約"�万!�を記録してお

り, この趨勢からすれば����年には両者はほ

ぼ一致ないしは逆転することが考えられる｡

���％のアルコール換算を前提した場合には,

すでに��年に両者はすでに逆転しており (図

��), いよいよ日本古来の歴史に根ざした蒸留

酒＝｢しょうちゅう｣ が国民大多数に受け入れ

られたことになる｡

次にこの ｢しょうちゅう｣ の内実 (図��) を

寡占化するスコッチ産業
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みると, 本格焼酎は着実な生産増加を続けてい

るのに対して甲類焼酎は国内生産量よりもむし

ろ海外からの輸入量が��年代以降着実に増え

ているのがわかる｡ その主な銘柄の動きを示し

たのが図��である｡ この�銘柄はいずれも韓

国の甲類焼酎メーカーであり, この�銘柄だけ

で甲類焼酎輸入量の��％を占めている｡ なか

でも特に眞露と鏡月 (サントリー系) が圧倒的

である｡

こうした事情に反映されているように, ｢しょ

うちゅう｣ 市場への参入は特に��年代以降急

速に拡大している｡ 韓国産甲類焼酎の本格的参

入も然りであり, 清酒業界や大手ビールメーカー

からの参入も続いている｡ 特に本格焼酎は流通

中 野 元
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図� 酒類別消費数量の推移 (国税庁調)
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図�� 酒類別課税移出数量の推移 (国税庁調)
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分野では酒類製品群のなかでも唯一の売れ筋製

品, 利益商材ともいわれており, メーカーサイ

ドでは流通分野との情報交換を促進しながら本

格焼酎を中心にした広範な ｢しょうちゅう｣ 製

品群の開発・販売促進策を強化している｡ その

結果, この ｢しょうちゅう・ブーム｣ は単に本

格焼酎, 甲類焼酎という独自な製品分野として

ではなく, 本格焼酎から乙・甲焼酎, 甲・乙焼

酎, 甲類焼酎, 酎ハイまで, さらには生産年販

売から長期貯蔵品に至るまで, 非常に裾野が広

く奥行きの深い一連の製品群として多様な消費

需要の獲得に成功しているのである｡

現在の不況局面にもかかわらずブームを形成

している ｢しょうちゅう｣ 業界では, 今後多様

な分野からの参入を通じて様々な状況の展開が

考えられる｡ これまでカビ文化を基礎とする蒸

寡占化するスコッチ産業
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図�� 主要酒類の消費数量の動向 (���％アルコール換算)
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図�� 甲類焼酎, 本格焼酎の課税移出数量の推移 (国税庁調)
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留酒として歴史的にその中心を担ってきた本格

焼酎業界は, スコッチ業界のこれまでの変遷か

ら何を教訓・課題とすべきなのだろうか｡

� 本格焼酎産業の発展に向けた新たな課題

① ｢しょうちゅう｣ 定義

��世紀中盤まではモルト・ウイスキーが主

流であったにもかかわらず, その後グレーン・

ウイスキーの台頭とそれによるブレンドウイス

キーの普及によってモルト業界は苦境にたたさ

れるようになった｡ そこで発生した大事件, そ

れが ｢ウイスキー論争｣ であった｡ この事件の

発端は, モルト業者の側から問題提起し, ����

年イズリントン議会がグレーン・ウイスキーと

ブレンデッド・ウイスキーはウイスキーではな

いと断定したことであった｡ しかし, ���を

中心としたグレーン業者はこれに猛反発して王

室委員会の設置を要求し, その結果����年に

権威ある裁定がほぼ現在のスコッチ定義に近い

内容でくだったのである｡ この論争はスコット

ランドの地酒から世界の銘酒へと成長する過程

で起きた事件であり, 逆にいえばスコッチの定

義がこの事件を契機に明確にされたからこそ,

その後の発展の道が開けたともいえるのである｡

現在の ｢しょうちゅう｣ は当時急速な発展を

遂げつつあったスコッチの状況 (製品群の広が

り)とかなり似ている｡ 世界市場をも射程に入

れた製品イメージを明確にするためには, 明確

な ｢しょうちゅう｣ の定義あるいは本格焼酎の

定義が不可欠となる｡ 	��	年��月の省令改正

は, 本格焼酎の定義を従来の消去法的規定から

一歩前進させた規定内容へと発展させている｡

その意味では, 一定評価できる内容である｡ し

かし, 個々の具体的内容規定や製品における詳

細な表示方法の規定を考慮した場合, まだまだ

検討すべき課題は多い｡ 特に, 原料や加工原料

の内容・成分の表示さらには原料産地の表示な

どで地域的特性を世界に向かってアピールする

のかどうか, 貯蔵年数の表示の仕方に検討の余

地はないのか (ブレンドされた貯蔵年数の古い

方を記載するのか, 最も新しい方を記載するの

か), 現在本格焼酎から乙・甲類焼酎, 甲・乙

類焼酎, 甲類焼酎へと広がった ｢しょうちゅう｣

表示のまぎらわしさを消費者にわかりやすくす

るためにどのように簡潔化するのかなど, 業界

内で統一的な合意を求められている課題はどれ

も重要である｡

中 野 元
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図�� 主な外国焼酎輸入量の推移
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② 業界の寡占化と産業振興

スコッチ産業の寡占化の進展は, 先にみたよ

うに���のような近代的蒸留生産を基礎とし

たグレーン業者やブレンド製品開発と市場拡大

で成功したビッグ�が急成長を遂げ, 他方ハイ

ランドを中心に産地を形成してきた多数のモル

ト蒸留所はその原酒工場として系列化されると

いう形で進んだ｡ これに対して日本の状況はど

うか｡

日本の蒸留酒は歴史的にみれば本格焼酎とし

て南九州, 沖縄を中心とした中小零細メーカー

による地域産業として集積してきた｡ 九州とい

う主産地から東京など本州の大都市圏に市場拡

大するのはわずか��年程前からにすぎない｡

他方, 日本の大手蒸留メーカーであったサント

リーやニッカなどはむしろ日本でウイスキーを

つくることに集中してきた｡ その功績により,

ジャパニーズ・ウイスキーは世界の�大ウイス

キーの一つとして認知されるに至っている｡ こ

れは, カビ・麹菌による蒸留酒ではなく, 麦芽

による蒸留酒＝ウイスキーを日本の蒸留酒とし

て普及する過程であったとみることもできる｡

歴史的にみれば, 日本の文化は食生活や衣服,

生活習慣を含めて欧米化の影響を強く受けてき

たわけであるから, 蒸留酒もウイスキーとして

日本人の生活のなかに日本人の嗜好に合った飲

み方で普及すると考えられたとしても全く不思

議ではなかった｡

しかし, 現実には国民酒として清酒と並ぶ程

に普及したのはウイスキーよりもむしろ本格焼

酎を中心とした ｢しょうちゅう｣ であった｡ こ

うした事情がスコッチ産業との決定的な違いと

なっている｡ つまり, 日本の蒸留酒はウイスキー

とは出自を根本的に異にする文化 (カビ) から

形成されつつあり, しかもその担い手は九州・

沖縄を中心に産地形成されている多くの中小零

細資本から一部近代的資本までに及ぶ広範囲の

メーカーから構成されているのである｡ 過去に

は本格焼酎産業は国税当局による産業振興策な

どによりある程度の保護規制を実施されてきた

ことがあり, このことがそうした違いをもたら

した一因である｡ いずれにしても近代的酒類資

本から従来の地域的な地場資本まで多様な企業

経営の発展と広がりのなかで貯蔵酒を含めた各

種製品群と全国ブランド品とが市場に普及して

いるのである｡

近年の規制緩和とそのもとでの異種酒類メー

カーの参入状況はますます激しさを加えている｡

この一年の新たな動向だけでも, ｢いも｣ 焼酎

の需要拡大を反映していろんな動きがみられる｡

まず, 本格焼酎業界内部では雲海酒造や神楽酒

造などによる ｢いも｣ 焼酎分野への本格的参入

が展開しており, またアサヒビールやサントリー

などの大手総合酒類資本は鹿児島県の酒造蔵を

傘下に入れたりあるいは提携強化を図るなどし

ながら ｢いも｣ 焼酎の販売, 参入を強化してい

る｡ キリンは独自戦略で自社工場生産体制を強

化する戦略をとっている｡ さらに, 灘などの大

手清酒メーカーでは従来の酒かす焼酎から本格

的な米焼酎 (たとえば清酒最高の酒造米＝山田

錦を原料米にした米焼酎)の貯蔵を実施してお

り, 近い将来市場で販売する予定になってい

る��)｡

こうした状況はスコッチ産業でいえば��世

紀末から��世紀前半のような状況に似ている｡

本格焼酎業界では, その対応策として特に中小

メーカーにとっては今後ますます独自の経営戦

略や関連業者や各種研究機関などとの多様な連

携などが必要となるであろう｡ スコッチ業界の

ように大手酒類資本へのモルト原酒工場への系

列化の道 (寡占化) を辿るのか, あるいは産地

集積を基礎にメーカー間あるいはメーカーと流

通業者さらには各種研究機関などとのネットワー

ク情報網の形成を通して独自の市場展開を遂げ

ていくのか, さらにそれ以外の展開を遂げてい

くのか, 現在はその分岐点にあるとみることも

寡占化するスコッチ産業

―	�―

��) 『酒類食品統計月報』 (日刊経済新聞社, ���
年	月号)や新聞記事など参照｡



できる｡ ただ, スコッチ産業のような急激な再

編過程 (寡占化) を辿ることは当面はないであ

ろう｡ というのも, アメリカ合衆国という大規

模な主要市場での禁酒法制定や二つの世界戦争

による生産規制などといった非常に特殊な状況

の下での厳しい環境＝諸制約条件は, 少なくと

も現時点では想定できないからである｡ むしろ,

グローバルな規模での諸資本の激烈な競争戦は

国内市場を中心に拡大基調にある ｢しょうちゅ

う｣ 業界にどのような影響をさらには再編作用

を及ぼすのかに, 今後の焦点は当てられるだろ

う｡ いも焼酎などのブームにみられるように,

最近本格焼酎固有のテイスト, 個性が見直され

つつある｡ スコッチ産業でも同様に, 近年シン

グルモルトが見直されつつある��)｡ 歴史的に形

成された本格焼酎業界における産地集積の諸力

(広い裾野を形成するとともに高度で非常にハ

イグレイドな品質を達成した諸力)は, 多様な

広がりとともに消費者の強い支持を得ながらこ

れからますますその真価が試されようとしてい

る｡
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